
第９号 副町長の選任同意
　副町長 川部 時文 氏の任期が平成29年3月31日をもって満
了することに伴い、同氏を引き続き選任
第10号 教育長の任命同意
　平成27年4月に一部改正された地方教育行政の組織及
び運営に関する法律に基づく新制度の教育長として、
宮脇 恭顯 氏を引き続き任命
第11号 笠松町介護保険条例の一部を改正する条例
　消費税率の引上げ時期が、平成29年４月から平成31
年10月に延期されたことを受け、国において、低所得
者の介護保険料軽減拡大措置に関する助成が見送ら
れたことに伴い、29年度介護保険料を28年度と同額と
する所要の規定整備

第12号 羽島郡二町教育委員会共同設置規約の変更に 
 関する協議

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部が
改正され、教育委員会の代表者である委員長と事務
の統括者である教育長を一本化した新教育長を置くこ
とにより、迅速な危機管理体制の構築を図ることを含
め、教育行政の第一義的な責任者を明確化する改正
がなされたことに伴う所要の規定整備

第13号 平成28年度笠松町一般会計補正予算（第７号）
　　補正額 ▲85,406,000円
　　補正後歳入歳出予算額 8,384,586,000円
[主な補正内容]
●かさまつ応援寄附金を基金に積み立てるため積立金を
増額
●下羽栗日赤奉仕団、愛馬会、ぎふ農業協同組合から
の指定寄附を社会福祉基金に積立てるため積立金を
増額
●大栄食品株式会社からの指定寄附を社会資本整備基
金に積立てるため積立金を増額
●その他事業精算に伴う所要の補正
第14号 平成28年度笠松町国民健康保険特別会計補 
 正予算（第３号）
　　補正額 ▲83,151,000円
　　補正後歳入歳出予算額 3,138,715,000円
[主な補正内容]
●事業精算に伴う所要の補正
第15号 平成28年度笠松町後期高齢者医療特別会計 
 補正予算（第２号）

第24号 笠松町個人情報保護条例の一部を改正する条例
個人情報の保護に関する法律及び行政手続における特
定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
の一部を改正する法律が、平成29年5月30日に施行さ
れることに伴い、引用条項など所要の規定整備

第25号 平成29年度笠松町一般会計補正予算（第１号）
　　補正額 9,816,000円
　　補正後歳入歳出予算額 6,715,316,000円

［主な補正内容］
●㈱光製作所からの寄附を活用し、町内の小中学校の
児童・生徒が「光文庫図書」を読んで書いた読書感
想文の中から、毎月、優秀作品を選定して㈱岐阜放
送ラジオ番組で放送するとともに、年度末にはさら
にその作品の中から優秀作品を選定して、テレビ番
組で表彰する事業の、番組制作・放送業務委託費用
を増額
　  〔すべて可決〕

　　補正額 863,000円
　　補正後歳入歳出予算額  250,497,000円
[主な補正内容]
●事業精算に伴う所要の補正
第16号 平成28年度笠松町介護保険特別会計補正予算 
 （第４号）

　　補正額 ▲90,426,000円
　　補正後歳入歳出予算額 1,778,457,000円
[主な補正内容]
●事業精算に伴う所要の補正
第17号 平成28年度笠松町下水道事業特別会計補正
 予算（第３号）
　　補正額 ▲30,753,000円
　　補正後歳入歳出予算額 1,040,858,000円
[主な補正内容]
●事業精算に伴う所要の補正
第18号 平成29年度笠松町一般会計予算
　　歳入歳出予算総額　　 6,705,500,000円
　　対前年度増減額 ▲477,100,000円 （▲6.64％）
第19号 平成29年度笠松町国民健康保険特別会計予算
　　歳入歳出予算総額 3,182,307,000円
　　対前年度増減額 8,236,000円 （0.26％）   
第20号 平成29年度笠松町後期高齢者医療特別会計予算
　　歳入歳出予算総額 258,654,000円
　　対前年度増減額 8,868,000円 （3.55％）   
第21号 平成29年度笠松町介護保険特別会計予算
　　歳入歳出予算総額 1,817,191,000円
　　対前年度増減額 8,649,000円 （0.48％）   
第22号 平成29年度笠松町下水道事業特別会計予算
　　歳入歳出予算総額 1,044,225,000円
　　対前年度増減額 ▲26,938,000円 （▲2.51％）
第23号 平成29年度笠松町水道事業会計予算
　　歳入歳出予算総額 378,056,000円
　　対前年度増減額 　▲26,200,000円 （▲6.48％）
  〔すべて可決〕

【報告】
●人身傷害事故に関する損害賠償　１件

【請願】
●農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる請願　　
　　　　　　　　　　 〔不採択〕

　町民のみなさん、こんにちは。平素より町政や町
議会に対し、ご理解とご協力をいただき、誠にあり
がとうございます。
　私は、このたび議員の方々のご推挙により、第50
代議長に就任いたしました。浅学非才の未熟者であ
りますが、円滑な議会運営と笠松町の発展のために
身を粉にして働かせていただく覚悟であります。
　さて、笠松町を取り巻く情勢は、年々、厳しさを
増しています。少子高齢化に伴う人口減少への危惧、
景気回復の遅れから税収も伸び悩むなど、先行き不
透明な時代を迎えつつあります。一方で、地震や風
水害に備えた防災態勢の強化、次世代に向けた学
校教育環境の整備や子育て支援の拡充、不安を抱
えることなく老後を暮らすための医療・福祉施策の
向上など、「安全・安心のまちづくり」への取り組みは
最優先事項です。このほか、次期ごみ処理施設の
一日も早い建設・稼働、新たな産業育成やにぎわい
創出、老朽化した公共施設の建て替えなどの問題も
避けては通れません。
　「やるべきこと、やりたいことはたくさんあるが、先
立つものが足りない」。今の笠松町は、大きなジレンマ
に直面しています。しかし、私は決して悲観的な
〝未来予想図〟を描いてはいません。なぜなら笠松の

地には、素晴らしい資産が眠っているからです。そ
れは長い歴史と先人たちから受け継いだ文化であり、
道徳心と思いやりにあふれた〝笠松人〟気質です。こ
れらの資産をもう一度、掘り起こし、新たな視点で活
用すれば、必ず「住んでよかった、住んでみたい町」
が実現できるでしょう。
　私ども議員も「忘己利他」の精神を胸に刻みなが
ら、笠松町の未来のために全力を尽くしていくつもり
です。町議会へのより一層の叱咤激励をお願いする
とともに、町民のみなさんのご健勝、ご多幸を心より
祈念します。

　3月21日、日本美術院特待 伊藤 嘉晃氏（岐
阜市）から笠松町に寄贈された絵画「神代桜」の
除幕式が中央公民館で行われました。
　神代桜は、山梨県北杜市の実相寺境内にあ
るエドヒガンザクラの老木で、「三春滝桜（福島
県）」、「淡墨桜（岐阜県）」と並び、日本三大巨
桜の一つです。
　3階大ホール前の壁面に展示してありますの
で、ご来館の際はぜひご鑑賞ください。

広江町長から感謝状を贈呈

第１回笠松町議会定例会議決結果（３月３日開会、３月23日閉会） 就任のあいさつ

　4月3日の臨時会で、議長・副議長の選挙、
議会運営委員会委員の選任、民生建設常任委
員会委員長の交代が行われました。（敬称略）

議　長　　古田 聖人
副議長　　川島 功士
【議会運営委員会】　　　委　員　岡田 文雄
【民生建設常任委員会】　委員長　岡田 文雄

正副議長が決まりました

第２回笠松町議会臨時会議決結果（４月３日開会　同日閉会）

笠松町議会議長　古田　聖人

臨時会開会中の議場

日本画家 伊藤 嘉晃氏からの寄贈絵画除幕式
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